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炎の夏～自分とたたかう 35日間～ 

「夏を制する者は、受験を制す。」 この言葉の意味することは、夏休みの頑張りが冬の受験の成否を決め

る、ということです。夏休みは 35日あり、目標は 1日 8時間、合計２８０時間の勉強でいかがでしょうか。 

もちろん、簡単ではありません。家には誘惑がたくさんあります。とくにスマートフォンやゲームはついつい

触ってしまうことが予想されるでしょう。そんな人は、勉強中は通知を切る、あるいは家族に預かってもらう

など自分なりの対策をしましょう。 

本田圭佑さんもインタビューで答えていましたが、何か成し遂げたいことがあれば圧倒的な量が必要です。 

全員が、「人生で一番勉強した夏だった」と胸を張って言えることを願っています。 

では、夏休みに何を勉強するのがよいか。それは、７・８年の復習や基礎固めをすることです。 

まずは過去の定期テストをやってみましょう。定期テストは先生が「ここは理解してほしい」と考えて作っ

た最高の問題集です。その後は 7・8 年の教科書やワークの練習問題を解けば、忘れていた学習内容を確実

に回収できます。 

また、9 月 3 日（木）には第 1 回 4 市テストがあります。2 ページの範囲表には各教科で学んできた内容

が確認できます。範囲表を活用することで、これまで学習してきた内容を総復習することができます。この 4

市テストでは、過去の入試結果と自分の成績を比較することができ、公立高校の出願先を決定するときの

大切な資料になります。 

進路に関する夏休みの課題、提出物 

□ 説明会・体験会・個別相談等報告用紙 

   夏休みに 2つ以上の上級学校へ行き、そこで分かったことや感想を報告用紙に書く。 

□ 面接ガイド P.27～３３ 

   主に面接対策として、自己 PRを文章でまとめてくる。 

※8月 26日（水）始業式で提出 

【連絡】 私立高校の受験を考えている人へ 

習い事の実績、検定取得等の証明書の整理、準備をしておきましょう。一部の私立高校では、調査書（中学

校が作成する入試の選抜資料）に表彰歴（部活動や習い事、ボランティア活動等）を記載できます。ただし、学

校外で取得した実績については、賞状や認定証などの証明書の提出が必要です。2学期に詳しく案内します

ので、今のうちから証明書などをまとめておくようお願いします。 

【配付物】 ※この進路だよりと一緒に配布しています 

① 電子出願リーフレットについて 

県の教育委員会から、県立入試における電子出願の手順についてお知らせがありました。 

本校では 10月 2８日（水）の進路保護者会で詳しくご説明します。 

② 中学校 3年生（義務教育学校 9年生）及び保護者の皆様への大切なお知らせ 

   県立高校の生徒が使用する 1人 1台端末の費用負担についてのリーフレットです。 

③ 私立高等学校等における学費軽減の補助について 

   埼玉県独自の学費軽減補助に関するリーフレットです。 
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